
乾舷が９ｍ以下の場合の設備

船側はしごは船側に固定する

（アイプレート、強力マグネット
又は真空パッドシステムの使用）

船側はしごは船側に固定する

（アイプレート、強力マグネット
又は真空パッドシステムの使用）

　ＳＯＬＡＳ第５章第２３規則及びＩＭＯ勧告A.1045（27）に基づく
　国際パイロット協会

水先人用乗下船設備の要件

ハンドホールドスタンション
直径32mm以上
ブルワーク上の高さ120cm以上
間隔70cm以上80cm以下

マンロープ
（結び目のないもの）
直径28mm以上32mm以下
水先人が要請した場合に使用

サイド・ロープ
直径18mm以上

ステップ（踏段）は
船側に密接させる

スプレッダー
長さ180cm以上

スプレッダー間のステップは
9段以内とする

サイド・ロープ
間隔40cm以上

下端から5段目は
スプレッダーにする

ステップ間隔
31cm以上
35cm以下の
等間隔

6m以上の障害物のない
カット幅を設ける

高さは水先人の要請どおりにする

水先人用はしご
プラットフォームの上方に
2m以上伸ばす

水先人用はしごは船側
はしごのプラットフォームの
上方1.5mの位置で船側に
固定する

乾舷が９ｍを超える場合の設備
（サイドドアが利用できない場合）

船側はしご
船側に固定する

下方が船尾方向と
なるように設置する

９メートルの乾舷
マークの標示
（ＩＭＰＡ勧告）

下端のプラット
フォームは水平を
保つ構造とする

下端のプラットフォームは
海面から5m以上の高さ
とする

傾斜角度は最大４５度

ハンドホールド
スタンションは
甲板に固定する

船橋との連絡装置を持つ責任のある職員

自己点火灯付き救命浮環

シャックル・結び目・
スプライスのないこと

ステップは等間隔にする

ステップは水平にし、
ステップ固定ピースにより
固定する

スプレッダーを
ステップの間に固縛しない

サイド・ロープの間隔は
同じ幅にする

ステップは塗装や汚れ
のない、滑らないもの
とする

下端のループと揚収索は
水先艇に絡まり、水先人に
とって危険である

ブルワークラダーと水先人用はしごは
甲板上の堅固な箇所に固定する

パイロットラダーウインチリール

ハンドホールド
間隔70cm以上
80cm以下

障害物のない
垂直空間
220cm以上

横幅91.5cm以上

奥行き91.5cm以上

横幅91.5cm以上

船側開口部

障害物のない
垂直空間
220cm以上

横幅91.5cm以上

水先人の乗下船に
用いるサイドドアは、
外側に開かないこと

ハンドホールド
間隔70cm以上
80cm以下

障害物のない
垂直空間
220cm以上

すべてのパイロットラダーウインチリールは、
不測の誤作動を防止する手段を備えていること

手動式のウインチリールは、リールを固定する
ための制動装置を備えていること

動力式のウインチリールは、動力源を遮断して
固定することができる安全装置を備えていること

ハンドホールド
間隔70cm以上
80cm以下

四方が75cm以上の
プラットフォーム

水先人用はしごは海面から
1.5m以上9m以下の高さ
を乗下船するための設備と
する

水先人用はしごは海面から
1.5m以上9m以下の高さ
を乗下船するための設備と
する

←船尾　船首→

障害物禁止

乗下船安全キャンペーン2019

揚収索を取り付ける場合には、最下段のスプレッダーステップ又は
その上方のスプレッダーステップの船首側に固縛する必要がある。
（SOLAS条約第５章第２３規則の関連）
When a retrieval line is considered necessary to ensure the safe rigging of a pilot ladder, 
the line should be fastened at or above the last spreader step and should lead forward. 
（Offense against SOLAS Regulation）

ＳＯＬＡＳ条約第 5章第23規則及び関
連するＩＭＯ勧告には水先人用乗下船
設備及びその運用に関するルールが
規定されています。
水先人の安全な乗下船のため、これ
らのルールの確実な遵守をご確認く
ださい。

　期日　2019年 7 月 1日～ 5日
　場所　全国35水先区及び水先人が
　　　　業務を行うその他の港
　内容　水先人が設備の欠陥を発見
　　　　した場合には船長に改善を
　　　　要望します。
　　　　設備のチェック内容は下図
　　　　のとおりです。
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Regulation 23, Chapter V, SOLAS Convention
6  Mechanical pilot hoists
    Mechanical pilot hoists shall not be used.

     

SOLAS第5章第23規則
6　メカニカルパイロットホイスト
     メカニカルパイロットホイストは、使用しないものとする。

Japan Federation of Pilots' Associations

Prohibition of the Use of Hoists

水先人用昇降機の使用禁止
日本水先人会連合会


